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住宅支援打ち切りへの抗議:

自主避難者による抗議運動の成否を分けた六つの要因
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自主避難者のために住宅を
無償で提供した政策:

• 公営住宅のみならず、9261戸の

民間賃貸住宅も無償提供された。

→ 国は年間約80億円を拠出

(日野 二〇一六)。

• この政策は2017年3月31日に終了。

はじめに(1/1)

▲ 京都市内の公営住宅の外観
（2015年1月30日） 。

公営住宅の旧式のお風呂
設備（©熊本市市営住宅管
理センター）。
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はじめに(2/2)

自主避難者による住宅支援政策の

ための運動は、なぜ限定的な成功

しか収めることができず、政府に

よる住宅支援打ち切りの決定を覆

すことができなかったのか？

▲新宿の街頭でのアピール（2016年5月25日、
瀬戸大作さんによる撮影）。



理論と先行研究 (1/2)
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日本における「当事者運動」(Victims’ movement)

当事者／被害当事者:

• 戦争や環境汚染、企業の製品が引き起

こした病気やその後遺症に苦しむ人々。

• 政策が引き起こした差別に苦しむ人々

（ハンセン病患者・元患者、部落民、

障害者など）。

• その他、差別に苦しむ人々。
▲ “Minamata: Tomoko Uemura in Her Bath” 

(© Eugene Smith 1971) 
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理論と先行研究 (2/2)
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当事者運動の成否を分ける六要因（分析の枠組み） 運動の発展への影響 先行研究

1.集団訴訟を通しての支援者の動員 運動の発展にプラス 多数

2.政府中枢に接触を開始した時期 (初期か後期か) 初期の場合、マイナス
Arrington 

2016

3.官僚・役人たちによる懐柔策
懐柔策が成功すると、
マイナス

Upham 1987

4.政府の慈悲への信仰
慈悲への信仰が強いと、
マイナス

Upham 1987

5.被害当事者としての集団的アイデンティティの形成 運動の発展にプラス 多数

6.当事者の権利の主張 運動の発展にプラス Feldman 2000
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事例研究の概要 (1/4)

研究対象：自主避難者のための住宅政策の延長を求めた社会運動

（2012年11月から2018年始までを分析）。

方法： 2014～2015年に行った質的インタビュー（21人の自主避難

者と40人の支援者）。

→関東、関西、東海、中国、九州地方

インターネット（Facebook）を通じて継続的に行われたエ

スノグフィー。
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事例研究の概要 (2/4)

参加者たちの特徴：

• 2012年11月から2015年4月までは、避難者よりも、第三者の支援者が

中心。

• 2015年5月以降、存在感を見せ始めたのは避難者自身。

• 自主避難者で運動に参加した人たちは、自主避難した人たちの中で

はむしろ少数派。

• 被曝の健康リスク、そして「自己決定権」に個人的な強い確信を抱

いていた人たちが多かった。
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事例研究の概要 (3/4)

運動の中心にあった支援者たち:

1) 弁護士団体 (SAFLANなど)

2) 環境NGO （FoE Japanなど）

3) 反原発団体（フクロウの会）

4) 生協（パルシステム連合会）

5) 脱被曝の母親団体
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住宅政策延長のための運動の
主なレパートリー

1) 院内集会： 政治家も同席

2) 省庁交渉： 官僚たちも同席

3) その他、一般公開イベント（交流会
など）の開催

限定的な成功：
住宅政策が終了した後の1年間、政府
が家賃の50%を負担、2年目は3分の1を
負担することに！ ▲ 省庁交渉の様子（「避難の権利」を求める全国避

難者の会Facebook、2022年08月23日撮影）。
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事例研究の概要 (4/4)



分析(1/6)

1.集団訴訟を通しての支援者の動員

住宅支援の延長に特化した訴えは起こされず！

→避難者たちは既に、東電と政府を相手取った別の
訴訟に関わっていて、到底手が足りず…

→政府を訴えるどころか逆に、政府系の機関に訴え
られる羽目に…

2022/10/9住宅支援打ち切りへの抗議／レシュケ 11



分析(2/6)

12

2. 政府中枢に接触を開始した時期

初期から県や府の職員との接触
があり、それ以降、緊密な関係
を築いた。

→県や府の職員と、地元のNPO
や避難者団体が「説明会」
を共同で開催。 ▲ 「京都府避難者支援プラット

フォーム」主催のミーティング: 
https://www.pref.kyoto.jp/saigaishien/hinan
shasien-pf.html
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分析(3/6)

3.役人による懐柔策

役人による「説明会」の開催は、他
の当事者運動と同様に、被害当事者
の「分断」を引き起こし、被害当事
者の多くは、官僚・自治体職員に懐
柔されてしまった。

→ 説明会では、住宅支援に関する意
見が対立し合い、役人を擁護する
避難者まで出現…
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▲ 「京都府避難者支援プラットフォーム」
主催の交流会・相談会（© 京都府
2019）。



分析(4/6)

4.政府の慈悲への信仰

住宅支援延長のための運動に参加しなかった自主避難者の政府、

役人に対する印象：

役人たちは、自主避難者を支えるために尽力してくれた。なので、

自主避難者たちはありがたく思うべき。
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分析 (5/6)

5.被害当事者としての集団的アイデンティティの形成

「被害者意識」、怒りを集団として発展・共有できなかった。

→自主避難者たちは地理的に離散して居住していたために、集団的

アイデンティティの形成は余計に困難に…

→身体的・心理的損害を受けたことも広く共有されていなかった…
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分析(6/6)

6.当事者の権利の主張

自主避難者たちは「権利の主張」

の象徴的な力を行使できなかった。

→ 自主避難に関して、世論には、

「勝手に避難した」、「自己

責任だ」という声すら…
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▲
◄運動が用いた

バナー、イラ
スト



まとめ
自主避難者による住宅支援政策のための運動は、なぜ限定的な成功しか収める

ことができなかったのか？ → 当事者運動の成否を分ける六つの要因

• 当事者運動の先行研究への貢献

六つの要因のうち五つが本発表の事例にも適用るも、六つ目の要因「権利の

主張」は適用されず。他の当事者運動とは対照的に、自主避難者運動の発展

にはつながらず。

→「自己責任」のアピールのように、被害者の「権利の主張」を否定する、

より強力な規範的アピールが存在する場合、被害当事者の権利の主張は成

功しないのでは？

2022/10/9住宅支援打ち切りへの抗議／レシュケ 17



ご清聴ありがとうございました。



引用文献
Arrington, Celeste L., 2016. Accidental Activists: Victim Movements and Government

Accountability in Japan and South Korea. Ithaca and London: Cornell University
Press.

Feldman, Eric A., 2000. The Ritual of Rights in Japan: Law, Society, and Health Policy.
Cambridge, U.K.: New York: Cambridge University Press.

Upham, Frank K., 1987. Law and Social Change in Postwar Japan. Cambridge:
Harvard University Press.

日野行介. 2016. 原発棄民―フクシマ五年後の真実. 毎日新聞出版.

2022/10/9住宅支援打ち切りへの抗議／レシュケ 19


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	理論と先行研究 (1/2)
	理論と先行研究 (2/2)
	�事例研究の概要 (1/4)
	�事例研究の概要 (2/4)
	�事例研究の概要 (3/4)
	�事例研究の概要 (4/4)
	分析(1/6)
	分析(2/6)
	分析(3/6)
	分析(4/6)
	分析 (5/6)
	分析(6/6)
	まとめ
	スライド番号 18
	 引用文献

